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まずは、序章と第1章を通じてサイエンスコミュニケーションの全体像と、あな
たの目的地や立ち位置を確認してください。「付録 目的から見つけるサイエンス
コミュニケーションの地図（32ページ）」も使ってみましょう。
次に、伝える（第2章）、育む（第3章）、省みる（第4章）、つなぐ（第5章）のうちあな
たの目的に合った章から読んでみてください。各章の終わりには、「あなたのサイ
エンスコミュニケーションをより良くするためのワークシート」があります。学
んだ知識をもとに、サイエンスコミュニケーションを実践につなげる際に使って
ください。

あなたのサイエンスコミュニケーションをより良くするためのワークシート
伝える 127
育む 182
省みる 298
つなぐ 348
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